








パネリストが安心して当日を迎えられるよう、打ち合

わせは重要です。モデレーターや他のパネリストと顔を

合わせ、心の準備ができるように、当日の質問も事前に

伝えます。パネリストの経験や考え方はそれぞれ異なり

ます。お互いを尊重する雰囲気を大切にします。

1 パネリスト、モデレーター、スタッフで
事前打ち合わせをしましょう

4 当日は振り返りの場を設けましょう

パネリスト、モデレーター、スタッフで安心して振り

返りのできる場を設定します。モヤモヤした気持ちが

残らないように、素直に語れることを大切にします。

聴衆からのアンケートだけでなく、モデレーターやス

タッフからも感想と感謝の気持ちを伝えます。

2 パネリストの知りたいことに
気を配ります

たとえば、会場にはどんな属性の聴衆がいるのか、チ

ラシはどのような呼びかけ方になっているのか。当日の内

容を記録・公開する予定がある場合はどのような形なの

か（主催団体の報告書に掲載される、新聞などの取材が

入る、Webに掲載されるなど）等、パネリストが登壇する

にあたり、どんな情報があると安心が増えるか考えます。

知りたくないこともあるかもしれません。たとえば

聴衆からのアンケートは振り返りの場でみんなで読む

ようにしておくことで、否定的な意見などがあった際に

パネリストがひとりで受け止めなければならない状況

を避けることができます。

ここでは、「シブパネル」を実際に開催するときに

気をつけたいポイントをお伝えします。

シブパネルを
開催するときに

この場は、パネリストの話し方や、話してくれた内容

を評価する場ではないことを共有します。パネリスト

は、準備の間も、当日も、終わってからも、心が揺れる

中で協力してくれていることを知っておきたいです。

1 聴き手にも役割があることを
聴衆に伝えます

些細に思えることから個人が特定されてしまうこと

があります。撮影、録音しないことはもちろん、この場

で聞いたことを人に話したり、ＳＮＳ等に投稿しないよ

う伝えます。

2 今日聞いたことはこの場だけ

聴き手が、きょうだいのもちうる悩みを知っておくこ

と、自身の価値観や家族観に自覚的であることが大

切です。批判やアドバイスをせず話をそのまま聴か

せてもらいます。

3 きょうだい支援に関する基礎知識を
身に着けておくことが望ましいです

モデレーターは、中立の立場で、パネリストの人生を

受け止めようとする姿勢や、聴衆が聴きたいと思ってい

4 モデレーターが作り出す雰囲気も
場に影響を与えます

姓や年齢など思わぬところから個人を特定できてし

まうこともあります。パネリストの名前は、呼んでほし

い名前で呼び、年齢も年代に留めるのがよいかもしれ

ません。パネリストが気兼ねなく話せるように、パネリ

ストの家族は参加を控えるようお願いしましょう。

3 パネリストの知られたくないことや
個人情報に気を配ります

パネリストが安心して登壇できるように

●パネリスト（話し手）は、聴き手の責任まで負う必要
 はありません。

 　「期待に応えなければ」「きょうだいについて正しく理

解してもらわなければ」と気負わず、心がざわざわする

ことなく話せることだけ、話してください。あなたが話し

てくださる経験は、とても大切で大きな学びになります。

●自身と家族の情報をどこまで公開するのか整理して
 おきましょう。どこまで話すかはパネリストに決める
 権利があります。 

●好意的な反応だけではないかもしれないことを想定
 しておきましょう。

　「わかってほしい」「わかってもらわなくて

は」という気持ちが強いと、伝わらな

かったと感じた時の傷つ

きも大きくなります。ご

自身の心を守ることを

最優先してください。

パネリスト、モデレーター、スタッフ、聴衆、の信頼関係の中で、みんなでひとつの場をつく

りあげていくことが、それぞれの人にとっての安心安全につながります。

パネリストの方へ

シブパネルが安心安全の場になるように

シブパネルはみんなでつくる場です
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より 安 心 安 全 な 場 に す る た め の ヒ ント

当事者が語る貴重な経験は、聴き手の心に真実を届けます。それは多くの仲間、未来の仲間、家

族や支援者の助けになります。しかしその一方で、当事者が自らの経験を不特定多数の他者へ語

る作業は、覚悟と勇気が要求されるだけでなく、相当なエネルギーと負荷がかかるミッションです。

（武蔵野大学人間科学部社会福祉学科教授　小俣智子先生のお話から）

「当事者」が発信するということについて

当日は、パネリストの緊張感を軽減するため、開始前のミーティングや、会場の配置と動線の確認等を行

います。直前や途中でも登壇をキャンセルできることも伝えます。

会場からの質問は休憩時間の間にみんなで目を通し、答えられるものを選定します。モデレーターはパネ

リストを守る壁です。必要時には代わりに返答します

これまでのシブパネルでの工夫と結果

「自身が他のきょうだいの語りを聴いて感動したから」

「自身の経験を聴いてもらってみたいと思った」

「きょうだい支援を広げたい（社会に向けた啓発/活動を知ってもらいたい）」

「頼まれたので、心の準備ができない中で引き受けた」という声もありました。

パネリストをお願いする前に

パネリスト自身の意思や目的を確認しましょ

う。今、発信したいかどうか、どんな理由で引

き受けるのか、気持ちの整理は大切です。これ

までに人前で話した経験がある方が望ましい

ですが、先輩パネリストの話を聴き、会場に慣

れながら、段階を経ていく方法もあります。

どんな方法なのか（シブパネルは資料は使わ

ず質問に答えるスタイル）、練習の場や、他のシ

ブパネルの見学は可能なのか、話をする位置は

どうなっているのか（モデレーターとの距離、話

す時以外の席など）等、事前に、パネリストがどう

過ごすのかイメージをもてるようにしましょう。

パネリストの安心のために

登壇経験者の座談会で教えてもらった「引き受けた理由」をお伝えします。
「会場の雰囲気があたたかいと安心」

自身の気持ちの整理ができた。ここでなら話してみようかなと思えた。モデ

「きょうだいに出会える」「きょうだいの役に立てる」

当事者会に来るのはまだ難しいきょうだいに話しを届けられる。アンケー

トを読んで、誰かの心に届いた実感を得られた。きょうだいに目を向けても

らうことにつながった。

登壇経験者の座談会で出てきた「ここがよかった」をお伝えします。

モデレーターや他のパネリストとの信頼感をつく

っておくこと、背負いすぎず1人分の経験を話せば

よいこと、他のパネリストがどんなことを話すのか

を予め知っておけることは当日の安心につながって

いて、結果的に、より深いことを話せたという声が

ありました。

話し手が聴き手の役割まで
背負わなくてよいように

シブパネルが評価の場ではないこと、話してくれ

るきょうだいの心を守ることが一番大切なこと、パ

ネリストの負担を知っておくこと等をみんなで確認

して始めることで、場の空気や質問の仕方も変わっ

てきます。会場が一つのチームになったような不思

議な時間でした。

イベントの趣旨を最初に
みんなで確認する

コロナ禍での試行だったのでパネリストの前に透明

パネルを設置したのですが、このパネル1枚でも、晒され

ている感が軽減したという感想がありました。そこで、

「見られている感」を軽減するため、机を客席に対して斜

めに配置したり、部屋の照明を少し暗くしたところ、聴

衆からも、安心して話を聴けた、過去を振り返って泣けた、

。たしまいてっなに心安の」なんみ「、れか聴が声ういと

みんなの気持ち、体験を守る

「パスしてＯＫ」を伝えておく
パネリストは自然と「何か答えなければ」「会場の

期待に沿わなければ」と思うものなので、「パスして

ＯＫ」は繰り返し伝えます。話す順番は一応決めて

おきますが、次の人に先に答えてもらうとか、他の

人が話すのを聴いて思い出したことを後で話しても

らうなど、臨機応変に進めます。自分の順番が来

るまでに質問がわからなくなることもあるので、壁

に映し出すようにしました。

きょうだいの声
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この役割で最初に意識したのは、誰が主役なのか、でした。シブパネルで最も大切なのはパ

ネリストのお話です。モデレーターは、あくまでつなぐ役割で、気の利いたコメントを返そうと

かお話をまとめようとして前面に出るべきではないと肝に銘じて臨みました。シブパネルを開

催される方は、きょうだいさんたちを応援し、大切に思ってくださっています。時には「こんな

でも、あなたを信頼して、勇気をもって臨んでくださるパネリストの方々に報いるには、大切に

聴かせてもらう以外なく、それこそが安心安全な場づくりへの第一歩です。

パネリストに質問する時、返ってくるのはいつも信頼の眼差しでした。会場を見渡すと、常に

誠意と熱意と優しさで満ちていました。聴衆も時に涙されますが、その涙や頷きは、大切に受

け止めたいというメッセージとなり、パネリストの心を守る一助になると信じます。大切な人生を

語ってくれるパネリスト、その心を守ろうとする主催者、お話を誠意で受け止め、支援につなげ

ていく聴衆の三者がひとつのチームになれたら、安心安全な空気が作り上げられるはず。

課題もたくさんありますが、みんなで互いへの誠意と信頼を積み重ね、更なる安心安全の場を

目指していけたら幸いです。

ＮＰＯ法人しぶたね　プログラムディレクター

眞利慎也

最後に、モデレーターをさせていただいた立場から

一言記させていただきます。

お わ り に

Q8

A 一般社団法人　神戸ダルクヴィレッジ

さんが2019年に発行された「あなたの声

を届ける 依存症を経験した人やその家

族が社会に向けて体験談スピーチを行う

際のガイド」が、主催する立場の方にも、

当事者の方にも、大変おすすめです。

ファイザープログラムの贈呈式でこの

取り組みを知り、2021年11月に開催した

オンラインセミナー「当時者の話を聴く

前/する前に知っておきたいこと」では基

調講演をいただき、大好評でした。本は

こちらから買うことができます。

当事者が体験談を

語ることについてもっと知識を

深めたいのですが

Q10
A パネリストの安心安全を第一に考えて

開催する、シブリング（きょうだい）による

パネルトークを「シブパネル」という形で

提案してきました。各地で「シブパネル」

を開催いただけたらうれしいことです

し、もちろん「シブパネル」という名称を

使わなくても、この冊子の中の安心安全

のための工夫を取り入れてくださったらう

れしいです。

私たちや、各地の「きょうだい会」と手

をつなぎ開催してくださる際はお気軽に

お問合せください。

「シブパネル」という名称を

使用する場合の

条件はありますか？

Q9
A 試行版シブパネルはNPO法人しぶた

ねが主催したり、各地のきょうだい会、病

院等との共催の形で開催しました。今後

も病院のスタッフ向けや学校の先生向

け、企業の研修としてなど、さまざまな開

催パターンが増えればと願っています。

登壇してくれるきょうだいの気持ちの

継続的なフォローや、同じ立場の仲間や

支援者とのつながりが生まれることを考

えると、きょうだい会（大人になったきょ

うだいのピアサポートの場）に協力を仰

ぐことをおすすめします。

シブパネルはどんな人が

主催できますか？

「 あ な たの 声を届 ける 」

依存症を経験した人やその家族が
社会に向けて体験談スピーチを行う際のガイド

Q7
A シブパネルは対面開催のみのイベント

です。オンラインだとこっそり録画できて

しまうこと、画面に映らないところに別の

人がいるかもしれないこと等を考える

と、パネリストの安全のためオンラインイ

ベントとして開催することはできないとい

う結論になりました。

聴衆は全員会場にいてパネリストがオ

ンラインで登壇するかたちなら開催可能

だと思います。

オンラインでも開催できますか？
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